
　８年ぶりに交代した新町長の町政方針及び抱
負などを拝聴すべく議場へ足を運びました。
国見町の喫緊の課題は、震災復興と原発事故に
よる放射能の除染です。そして一日も早く安心
して住める郷土を取り戻すことです。
　また、少子高齢化が進行する中でいかにして
街の活性化をはかり、活力ある街づくりをする
かにあると思います。
　このような厳しい課題山積の中で誕生した新
町長には、今まで培われた豊かな行政経験と優
れたリーダーシップをもって当町の諸課題に対
し果敢に挑戦して頂きたいと大きな期待を持っ
ております。
　議員の皆様も、認識を共有し一般質問のなか
では、新町長の政治理念、その姿勢、街づくり
への思い、また「活力のある街づくりはいかに」
との質問が多く出されたように思いました。
　新町長は、これら諸課題の解決、実現に当たっ
ては町民と一緒に「オール国見」で全力を尽くす
という力強い表明がありました。
　しかし、これはオール町民の絶大なるバック
アップ、支えがあって初めて実現出来るものと
強調されました。
私たちも、さらに我が町が良くなるように他人
任せにせず少しでも町政に関心を持ち、それぞ
れの立場で出来ることを行うという積極的姿勢
が大切ではないかと思います。
そして、国見町がより一層安心で住み良い便利
な町になることが共通の願いではないでしょう
か。

安藤　宏美
（前田町内会）

　

美
浜
区
に
あ
る
市
町
村
職
員

研
修
所
お
い
て
「
市
町
村
議
会

議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ

れ
、本
町
議
会
か
ら
正
副
議
長
、

議
会
運
営
委
員
４
名
の
計
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
法
学
部
教
授
で
自

治
体
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
呼

び
か
け
人
代
表
で
も
あ
る
廣
瀬

克
哉
氏
か
ら「
地
方
議
会
の
役
割

と
改
革
の
行
方
」に
つ
い
て
講
演

後
、廣
瀬
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
、
北
海
道
福
島
町
議
会
の

溝
部
幸
基
議
長
、
千
葉
県
流
山

市
議
会
の
松
野
豊
議
員
、
岐
阜

県
高
山
市
議
会
の
中
田
清
介
議

員
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、「
ど
こ
ま

で
す
す
ん
だ
！
議
会
改
革
」と
題

し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

既
に
基
本
条
例
を
制
定
し
て

い
る
議
会
の
報
告
に
お
い
て
も
、

現
在
の
議
会
の
状
況
を
い
か
に

住
民
に
知
ら
せ
る
か
、
住
民
の

考
え
を
い
か
に
拾
う
か
、
い
か

に
住
民
と
と
も
に
政
策
に
つ
い

て
提
言
を
し
て
い
く
か
、
基
本

条
例
の
も
と
、
住
民
の
目
線
に

立
っ
て
活
動
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
今

後
基
本
条
例
を
制
定
し
、
町
民

に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、参
加

で
き
る
議
会
活
動
を
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。 

（
渋
谷
福
重
）

　

大
震
災
以
降
停
止
し
て
お

り
ま
し
た「
議
会
中
継
シ
ス
テ

ム
」の
利
用
を
再
開
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
」

と
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
、
議
会
の
生
中
継
の

放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。「
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
議
会
中
継
」
を
ク
リ
ッ
ク
す

れ
ば
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
定
例
会
は
３

月
７
日
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
月
15
・
16
日　

千
葉
県
千
葉
市

「
議
会
改
革
」研
修
参
加
報
告

議
会
運
営
委
員
会

議
会
生
中
継
を
再
開

私もひと言

議会改革研修に参加
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町政を問う 一般 質問

藤
田
駅
前
駐
車

場
は
不
足
し
て
お

り
、
桑
折
駅
を
利
用
す
る

町
民
も
い
る
。
駅
前
公
園

は
利
用
者
も
少
な
く
駐
車

場
と
し
て
有
効
活
用
す
べ

き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

駅
前
に
は
民
間
駐

車
場
と
し
て
１
０

０
台
分
あ
り
、
う
ち
半
分

程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
駅
前
広
場
は
整
備

さ
れ
て
、
ま
だ
7
年
し
か

経
過
し
て
い
な
い
。
用
途

変
更
は
経
費
の
二
重
投
資

と
な
り
慎
重
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。
更
に
、
民
間

の
駐
車
場
経
営
を
圧
迫
し

な
い
よ
う
経
営
者
と
の
十

分
な
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

整
備
に
つ
い
て
は
今
後
慎

重
に
検
討
を
す
る
。

桃
産
地
と
し
て
存

続
が
危
う
い
状
況

で
あ
る
。現
在
ま
で
、具
体

的
に
決
定
し
た
対
策
は
。

9
月
議
会

以
降
、
果
樹

研
究
所
の
専
門
職
員
に
よ

る
せ
ん
孔
病
の
勉
強
会
、

桃
農
家
・
関
係
機
関
と
の

意
見
交
換
会
、
改
植
事
業

説
明
会
を
開
催
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
度
は
桃
の

改
植
を
約
12
㌶
実
施
す

る
。
ま
た
、
防
除
用
薬
剤

購
入
費
の
一
部
助
成
に
つ

い
て
は
各
農
協
か
ら
関
係

書
類
が
提
出
さ
れ
次
第
、

速
や
か
に
補
助
金
を
交
付

す
る
。

雨
が
降
る
と
校
庭

が
沼
の
よ
う
に
な

る
と
の
父
兄
の
声
が
あ
る

が
。

小
学
校
の
体
育
館

を
改
築
す
る
際
、

開
（
※
）

発
許
可
制
度
に
よ
り
敷

地
内
に
調
整
池
が
必
要
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
敷
地

が
手
狭
な
の
で
校
庭
を
調

整
池
と
す
る
方
法
し
か
な

か
っ
た
。
更
に
、除
染
で
校

庭
の
水
は
け
が
悪
く
な
っ

た
。
そ
の
後
、
砂
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
徐
々
に
改

善
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

状
況
を
見
守
っ
て
い
る
。

汚
泥
問
題
の
対
処

方
針
を
聞
く
。

全
量
場
外
搬
出
が

基
本
で
あ
る
と
、

県
へ
の
町
長
就
任
あ
い
さ

つ
の
際
伝
え
て
あ
る
。
更

に
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
福
島
市
、
伊

達
市
、
桑
折
町
と
の
連
携

を
図
り
速
や
か
な
る
場
外

搬
出
に
向
け
、県
に
は
し
っ

か
り
申
し
上
げ
て
い
く
。

村上正勝議員

既
存
の
駐
車
場
経
営
を

　
圧
迫
し
な
い
か

藤
田
駅
前
に

　
公
営
駐
車
場
を

桃
せ
ん
孔
病
対
策
の

進
捗
状
況
は

国
見
小
学
校
の
校
庭
を

改
善
せ
よ

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

汚
泥
問
題

一般 質問
 

開
（
※
）

発
許
可
制
度

　

市
街
地
の
無
秩
序
な
開

発
防
止
と
良
好
な
宅
地
水

準
を
確
保
す
る
た
め
に
排

水
設
備
等
施
設
の
整
備
が

義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る
。

調
整
池
は
30
年
に
一
度
の

豪
雨
を
想
定
し
、
排
水
が

河
川
に
流
れ
込
み
氾
濫
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

も
の
。
平
成
18
年
か
ら
学

校
等
の
公
共
施
設
も
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

問

問

問

問

建
設

課
長

産
業
振
興

課
　
　
長

教
育
次
長 ス

ポ
少
駅
伝（
国
見
小
校
庭
）

町
長

通勤・通学時間帯の藤田駅前
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